
 

                                  （参考） 

                               

根拠法令等
（法…特定都市河川浸水被害
対策法、令…同法施行令、規
則…同法施行規則）

1 雨水浸透阻害行為許 ・「許可申請」と「協議」について該当するものが○で囲まれているか ･法第１０条第１項第

可申請（協議）書 ・「第９条」と「第１４条」について該当するものが○で囲まれているか １号から第４号まで

(別記様式第1) ・「許可を申請」と「協議」について該当するものが○で囲まれているか ･規則第７条

・雨水浸透阻害行為に関する工事及び対策工事の着工予定日及び

完成予定日が記入されているか

・記入すべき各項目に必要事項が記入されているか

・申請者の住所、氏名が記入されているか．自署以外の場合押印され

ているか

2 雨水浸透阻害行為に ・事業区域の所在地、事業面積、雨水浸透阻害行為面積、事業内容 ･規則第６条第２項

関する計画説明書 が記載されているか 及び第３項

(様式-10) ・雨水排水計画、排水施設計画が記載されているか

・雨水浸透阻害行為の内容が記載されているか

・行為前後の平均流出係数が様式-４の値と一致しているか

・行為前後の流出雨水量が様式-５の値と一致しているか

・行為後の雨水流出量が行為前の流出量以下に低減されていること

が示されているか　（様式-６の計算のとおりになっているか）

・対策工事としての雨水貯留浸透施設の規模が記載されているか

3 現況土地利用区分面 ・現況土地利用求積図（図面-４）の内容が正しく記載されているか

積集計表（行為前） ・単位がhaであるか

(様式-1) ・合計欄が様式-2の合計欄と整合しているか

4 計画土地利用区分面 ・土地利用区分求積図（図面-６）の内容が正しく記載されているか

積集計表（行為後） ・単位がhaであるか

(様式-2) ・合計欄が様式-1の合計欄と整合しているか

5 行為前後の土地利用 ・様式-１、様式-２の内容が正しく記載されているか

集計表 ・雨水浸透阻害行為当該面積（=④欄）が正しく算出されているか

(様式-3) ・単位がhaであるか

6 雨水浸透阻害行為前 ・様式-３の内容が正しく反映されているか ･規則第８条第１項

後の平均流出係数 第３号

(様式-4) ･規則第１０条第３項

･ 流出雨水量の最大値を算定す

る際に用いる土地利用形態ごと

の流出係数を定める告示

7 雨水浸透阻害行為前 ・流出雨水量の考え方や諸元、計算に誤りがないか ･規則第８条第１項

後の雨水流出量の最 第３号

大値 ･規則第１０条第２項

(様式-5) 第１号及び第２号

8 令第8条第1項に規定す ・考え方、計算に誤りがないか ･規則第８条第１項

る技術的基準に適合す 第３号

ることを証する書類 ･規則第１０条第１項

(様式-6)

9 雨水浸透阻害行為許 ・開発行為許可の対策工事と雨水浸透阻害行為許可の対策工事との

可と開発行為許可等 間に不整合が生じていないか

に伴う対策工事の比較

(様式-7)

10 貯留浸透施設の管理

に関する実施計画書

(様式-14)

申請に必要な図書一覧及び確認事項

　・各様式には、必要のない事項は記載しないこと。

　・各様式ごとにインデックスを付け様式名を付すこと。

（様式）

（共通事項）

番号 書類名称 (様式名) 確　　認　　内　　容

 
 

 



 

                                   

番号 書類名称 (図面名)

1 行為区域位置図 ・適切な縮尺を採用し、明記されているか ･規則第８条第１項

　縮尺１／５０，０００以上 ・方位が記載されているか 第１号及び第２項

・申請区域が赤色で示されているか

・放流先の河川名が明記され、位置が青で示されているか

・申請位置に最も近い主要道路名が明記され、茶色で示されているか

2 行為区域区域図 ・適切な縮尺を採用し、明記されているか ･規則第８条第１項

　縮尺１／２，５００以上 ・方位が記載されているか 第１号及び第３項

・申請箇所の地番等が示されているか

・申請区域の境界が赤色で示されているか

・土地の形状が示されているか

・図面-１で示した河川・主要道路が図面内にあれば同じく示されているか

・都県界、市町村界、市内の町又は字の境界があれば示されているか

3 現況平面図（行為前） ・適切な縮尺を採用し、明記されているか ･規則第６条第４項

　縮尺１／２，５００以上 ・方位が記載されているか

・申請箇所の地番等が示されているか

・申請区域の境界が赤色で示されているか

・土地の形状が示されているか(等高線(２ｍ間隔)、現況地盤高が示さ

れているか)

・既存建物、擁壁等が示されているか

4 現況土地利用求積図 ・図と表の数値に矛盾がないか ･規則第６条第４項

（行為前） ・行為（集水）区域の境界並びに現況土地形態（流出係数の区分）ごと

　縮尺１／２，５００以上 の面積が表示されているか

・適切な縮尺を採用し、明記されているか

・方位が記載されているか

・申請箇所の地番等が示されているか

・申請区域の境界が赤色で示されているか

・等高線(２ｍ間隔)、現況地盤高が示されているか

5 土地利用計画図（行 ・適切な縮尺を採用し、明記されているか ･規則第６条第４項

為後） ・方位が記載されているか

　縮尺１／２，５００以上 ・申請区域の境界が赤色で示されているか

・地形が示されているか

・土地利用計画が明示されているか

6 土地利用計画求積図 ・図と表の数値に矛盾がないか ･規則第６条第４項

（行為後） ・行為（集水）区域の境界並びに現況土地形態（流出係数の区分）ごと

　縮尺１／２，５００以上 の面積が表示されているか

・適切な縮尺を採用し、明記されているか

・方位が記載されているか

・申請箇所の地番等が示されているか

・申請区域の境界が赤色で示されているか

7 排水施設計画平面図 ・適切な縮尺を採用し、明記されているか ･規則第６条第４項

　縮尺１／２，５００以上 ・方位が記載されているか

・申請区域の境界が赤色で示されているか

・集水区域、管渠、人孔、桝、その他浸透貯留施設、流下方向、接続

状況が示されているか

8 対策工事に係わる雨 ・適切な縮尺を採用し、明記されているか ･規則第６条第４項

水貯留浸透施設の位 ・方位が記載されているか

置図 ・申請区域の境界が赤色で示されているか

　縮尺１／２，５００以上 ・対策工事の計画位置（貯留）又は計画区域（浸透）及び集水区域が

表示され、対策工事の計画の内容が反映されているか

確　　認　　内　　容

（図面）

 
 



 

 

番号 書類名称 (様式名) 確　　認　　内　　容

9 雨水貯留浸透施設の ・施設の構造及び寸法が、平面図,縦断面図,横断面図により示されて ･規則第６条第４項

計画図（形状） いるか

　縮尺１／２，５００以上

9-2 雨水貯留浸透施設の ・施設の構造の詳細が示されているか
(貯留施 計画図（構造の詳細） 　（流入口、放流口、などの施設の構造及び寸法の表示）
設があ 　縮尺１／５００以上 ・対策工事の計画内容が反映されているか
る場合)

10 標識設置位置図 ・標識の設置位置が明確に表示されているか

　縮尺１／５００以上

番号 書類名称 (様式名) 確　　認　　内　　容

1 土地の登記事項を示 ・全ての土地が流域内であるか

す書類（全部事項証

明書の写し）

2 公図の写し ・全ての土地が流域内であるか

3 開発行為許可等に伴 ・市の開発許可等で要求される対策工事量の算出過程が示されているか

う対策量算定結果 ・市の開発許可等で要求される対策工事量と計画工事量の比較がされてい

るか

4 事業概要説明書 ・以下の事項が記入されているか

　地域地区（用途地域、建ぺい率、容積率等）

　建築物の概要（用途、戸数、規模、構造、建築面積、建築延床面積、高さ）

　宅地造成の概要（宅地数、平均宅地面積、建売・土地分譲の別、公共・公

　益施設）

4-2 事業概要図（建築物 ・平面図、立面図、縦断図、横断図が示されているか

が複層の場合）

5 現況写真 ・土地利用形態が容易に判別できるか

6 その他必要な資料 ・必要に応じて、委任状,印鑑証明書,代表者事項証明書等を添付する

（共通事項）

　・各資料には、必要のない事項は記載しないこと。

　・各資料ごとにインデックスを付け番号を付すこと。

（図面つづき）

（資料）

（共通事項）

　・各図面には、それぞれ要求されている施設・事項のみ表示すること。

　・各図面ごとにインデックスを付け図面番号を付すこと。

 
 

 

 

 

 

 

 

 


